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ノ
２
　
一Ｆ
フ
喧
田
そ
ら

く

松
本

。
本
曽
地
域
の
全
市

町
村
が
予
算
の
追
加
補
正

に
動
い
て
い
る
。
相
次
ぐ

降
雪
に
よ
り
出
動
回
数
が

増
え
、
燃
料
代
や
融
雪
剤

散
布
の
費
用
が
増
え
た
た

め
だ
。
松
本
市
は
当
初
予

算
の
２

・
１
倍
の
約
２
億

ξ
ｌ
Ｏ
糸

‘
‘
て
く
フ
Ｐ

の
追
加
補
正
案
を
近
く
議

会
に
提
出
す
る
。
本
祖
村

は
‐２
月
議
会
で
当
初
の
倍

と
な
る
２
０
０
０
万
円
を

追
加
補
正
し
た
が
な
お
不

足
が
見
込
ま
れ
、
再
度
の

追
加
補
正
を
予
定
す
る
。

「高
齢
者
が
多
く
な
り

松
本
市
の
除
雪
作
業
。相
次
ぐ
降
雪
で

費
用
が
増
加
し
て
い
る

出動回数増え予算追加^
拡大 に背景もの路線対象

会見で研究成果を
説明する新藤教授

正
日
午
後
６
時
受
分
こ

ろ
、
県
南
部
を
震
源
と
す

る
最
大
震
度
３
の
地
震
が

あ

っ
た

。
松

本
市
丸

の

内
、
塩
尻
市
の
楢
川
保
育

園
、
本
曽
平
沢
、
南
木
曽

町
読
書
小
学
校
、
本
曽
町

新
開
で
震
度
２
を
観
測
し

た
ほ
か
、
中
信
地
方
各
地

で
震
度
１
を
観
測
し
た
。

震
源
の
深
さ
は
約
１０
よ
、

地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
は
４

・
３
と

推
定
さ
れ
る
。

慢
性
臓
器
不
全
治
療
に
光

信
大
。新
藤
教
授
ら
研
究
発
表

信
州
大
学
大
学
院

（松

本
市
旭
３
）
の
医
学
系
研

究

科

。
新

藤
隆
行
教

授

（４６
）
＝
循
環
病
態
学
＝

の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
ア

ド
レ
ノ
メ
デ

ュ
リ
ン

（Ａ

Ｍ
）
と
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２

（ラ

ン
プ
ツ
ー
）
と
い
う
二
つ

の
タ
ン
パ
ク
質
が
体
内
で

血
管
や
臓
器
を
健
康
に
保

ち
、
正
常
に
働
か
せ
る
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

心
不
全
や
腎
不
全
と
い

っ

た

「慢
性
臓
器
不
全
」
の

新
し
い
治
療
法
に
つ
な
が

る
と
し
、
１９
日
に
米
国
の

学
会
誌
で
研
究
成
果
を
発

表
す
る
。

新
藤
教
授
ら
が
１５
日
に

信
大
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で

記
者
会
見
し
た
。
血
管
白

ら
が
作
り
出
す
Ａ
Ｍ
は
、

血
管
の
壁
を
広
げ
た
り
、

マ
き
た
し
」
と
σ
要
望
に
　
詐
に
集
ζ
廻
認
業
窪
Ё
燃

沿

っ
て
、
各
自
治
体
が
除
　
が
減

っ
て
い
る
こ
と
も
喫

雪
の
対
象
路
線
そ
の
も
の
　
緊
の
課
題
と
し
て
浮
上
し

を
増
や
し
て
い
る
こ
と
も
　
て
い
る
。
松
本
市
で
は
平

除
雪
費
が
伸
び
る
背
景
に
　
成
１７
年
度
以
降
、
大
手
５

あ
る
。
塩
尻
市
が
今
冬
に
　
社
、
中
堅
４
社
が
除
雪
業

行
う
除
雪
の
対
象
市
道
は
　
務
か
ら
撤
退
し
、
機
動
力

２
２

９
計
と

過
去

最

長

が
弱
ま

っ
て
い
る
。
維
持

だ
。
作
業
す
る
道
路
が
増
　
費
の
掛
か
る
除
雪
車
を
売

え
れ
ば
そ
の
分
、
除
雪
費
一　
り
払

っ
た
り
重
機
操
縦
者

も
拡
大
す
る
。
　
　
　
　
　
の
確
保
が
困
難
だ

っ
た
り

た
だ
、
ど
の
市
町
村
も
　
す
る
こ
と
が
要
因
と
な

っ

財
政
状
況
は
厳
し
い
。
安
　
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

曇
野
市
は
今
冬
、
市
民
の
　
を
受
け
、
塩
尻
市
は
新
年

要
望
を
受
け
て
、
市
職
員

度
、
８

ント
級
の
除
雪
車
１

が
対
象
区
間
で
な
い
生
活
　
台
を
購
入
し
、
必
要
に
応

道
路
の
除
雪
を
行

っ
た
。
　

じ
て
業
者
に
貸
し
出
す
計

同
市
の
宮
沢
宗
弘
市
長
は
　
画
だ
。
松
本
市
も
除
雪
機

１
月
下
旬
の
記
者
会
見
で
　
械
の
貸
与
を
検
討
す
る
。

「除
雪
対
象
と
な
ら
な
い
　
　
１５
日
も
朝
か
ら
雪
が
降

生
活
道
路
な
ど
で
は

″
自
　
っ
た
。
塩
尻
市
の
担
当
者

己
防
衛
″
で
除
雪
を
お
願
　
は

「
こ
の
先
は
雪
が
少
な

い
し
た
い
」
と
市
民
に
協
　
い
こ
と
を
願
う
」
と
話
し

力
を
要
請
し
た
。
　
　
　
　
て
い
た
。

健
全
な
臓
器
の
状
態
を
保

っ
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
。

こ
う
し
た
Ａ
Ｍ
の
役
割
を

ラ
ン
プ
ツ
ー
が
制
御
す
る

こ
と
が
、
マ
ウ
ス
を
使

っ

た
実
験
で
解
明
さ
れ
た
。

特
殊
な
遺
伝
子
操
作
技

術
に
よ

っ
て
ラ
ン
プ
ツ
ー

を
特
定
の
場
所
で
壊
す
こ

と

が

で
き

る
よ

う

に

な

り
、
マ
ウ
ス
の
血
管
で
ラ

ン
プ
ツ
ー
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
を
試
し
た
と
こ
ろ
、

血
管
の
壁
の
細
胞
が
は
が

れ
る
と
い
う
現
象
が
起
き

た
。
さ
ら
に
腎
臓
の
組
織

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
肝

硬
変
も
発

狂
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
か
ら
Ａ

Ｍ
と
ラ
ン
プ
ツ
ー
が
血
管

雪
で
長
野
道
通
行
止
め
に

中
信
地
方
は
１５
日
、
朝

方
か
ら
夕
方
に
か
け
て
広

い
範
囲
で
雪
と
な
り
、
松

本
で
７
ち
、
木
曽
町
開
田

高
原
で
８
考
の
降
雪
を
観

測
し
た
。
長
野
自
動
車
道

は
除
雪
作
業
の
た
め
、
午

後
１
時
前
か
ら
塩
尻
イ
ン

タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

（Ｉ
Ｃ
）

～
岡
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン

の
健
康
維
持
に
重
要
な
役

割
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か

っ
た

。
新

藤
教

授

は

「心
不
全
、
腎
不
全
な
ど

の
予
防
策
や
治
療
法
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
た
。

（土
屋
智
彦
）

（Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
間
が
上
下
線

と
も
通
行
止
め
と
な
り
、

午
後
８
時
現
在
も
続
い
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
の
各
線
や
松
本
電

鉄
上
高
地
線
、
県
営
松
本

空
港
発
着
の
定
期
便
に
影

響
は
な
か

っ
た
。

（小
岩
井
貴
之
）

２

堂
墨
蔵
の

う

を

　
　

　

　

喘
躁
馘
しヽ 見
勲
帥
”

プ
ロ
野
球
を
は
じ
め
多
様
な
競
技
　
そ
が
あ
る
と
気
な

の

一
流
選
手
を
指
導
す
る
福
島
大
学
　
　
心
理
、
技
術
、

の
自
石
豊
教
授
は

「従
来
の
ス
ポ
ー
　
の
科
学
的
な
仕
ω

ツ
の
指
導
法
に
は

『
常
識
の
う
そ
』
　

ン
ス
よ
く
育
て
フ

が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
　

入
り
込
む
余
地
出

¨
¨
¨
一
一
一
あ しヽ
「一
『
一

Лヽ
つ
購
”
“
測
冽
¨
¨
］
一

も
語
り
、
科
学
的
な
正
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
，

い
指
導
法
を
学
ぶ
必
要
性
を
説
く
。
　

　

大
会
の
１
試
〈

小
中
学
生
の
野
球
指
導
に
関
わ
る
　
選
手
を
成
長
さ
斗

中
で
、
練
習
す
れ
ば
上
達
で
き
る
と
　
勝
ち
進
む
こ
と
″

い
う
実
感
こ
そ
が
選
手
の
や
る
気
を
　
利
至
上
主
義
が
市

引
き
出
し
、
信
頼
さ
れ
る
と
感
じ
て
　
そ
れ
に
見
合
う
“

い
る
。
指
導
法
が
正
し
い
か
否
か
は
　
て
い
な
い
こ
と
ぶ 輸 令スソ び 剰|い T線 ‖ 料 綿 参 海 ト ロ 日


